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国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、

技術家庭 (技術分野・家庭メ刀ヽ野)、 英語

道徳、サイエンス



教 科 名 年間授業時数 学  年

国語 1 9 5 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 郷野 拓海・景山 真基子

教科書 (発行所 ) 中学校国語 3(東京書籍)。 中学校書写 (学校図書 )

教科書以外の教材 (発行所 )

中学必修冴キス ト3

単元別漢宇 3

ウイニングPLUS中学校問題集国語 3
意味から学ぶ頻出漢字 3000
国語便覧

(文理 )
(秀学社 )
(好学出版 )
(第一学習社 )
(浜 島書店 )

目  標
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成 し、伝え合 う力を高めるとともに
思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重す
る態度を育てる。

学習のね らい

○知識及び技能

・社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に親 しん

だり理解 したりすることができるようにする。

O思考力、判断力、表現力等
。「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の学習を通して、論理的に考え

る力や深 く共感 したり豊かに想像 した りする力を養い、社会生活における人との関わり

の中で伝え合 う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう

にする。

O学びに向かう力、人間性等
・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化

に関わり、思いや考えを伝え合お うとする態度を養 う。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容と発展学習の内容を中心に出題する。

範 囲
(予定 ) 第 3回 考査

第 2回 考査

「生命|ま」「二つのアザミ」 り的 の読み方、味わい方」「イ,F句工句」
「形」「和語・漢語・外来語」
1布増池仮名を書こう」「百科事典少女」 咄 しながら聞こう」
「間違えくす し婦 」 聴語の構成・熟宇訓」「絶滅の意咆
「思返しの井戸を掘る」「万葉・古今・新古今」

賄確腔仮名を書こう」「幸福について」 1籐して伝えよう」 鴨報子・慣用句」「四
宇熟語」「初恋」「観察・分析して論じよう」「おくのほそ道」

「場面に応じて話そう」 輪語」

」   「tfじ俣ヽ」

町のために「働く」の力刊 暇昧な文」「送リイ反々 .
第 4回考査

年度末考査
崎確セ仮名を書こう」 船 らわしい漢宇」「間違えやすい言葉」「レモン哀歌」
「生ましめんかな」「いつものように新聞が届いた」「最後の一句」

評価の観点 B

評価の方法

○評価の観点は国語の「知識・技能」 鴨諄},判断。表現d「主体的に学習に取り組む態度」の3項

目とする。              イ

〇具体的な評価は、定期考査、授業の中での考察、ノート、小テスト、提出した課題の内容などを適

切に活用して総合的に行う。

先生から

ア ドバイス

(予 習・復習の方法、

授業の受け方、

ノー トの取り方など)

毎日の漢宇テストに粘り強く取り組み、言葉の力の基礎を身につけていきましょう。予習で教科書

を読み、わからない語句や難しい表現をチェックし、辞書などで確かめ、ノートに整理してみましょ

う。また、各教材末に置かれている「学びの扉」や授業中に配付されるプリントの問題を考えてみま

しょう。授業中の要点・板書事項をノ‐卜に書き写すだけではなく、授業中の他の仲間の発言にも注

意して、ノートに残すようにすると、自分の考えを広げることができます。

復習として、その日のうちに再度、教科書やノエトを確かめ、メモなどの走り書きをきちんと整理

しておくと、授業の内容を定着させることができます。古典分野では、覚えなければならない学習事

項が多いので、予習・復習を丁寧におこないましょう。

なお、課題として配付している問題集は、解答の根拠となる箇所に線を引くなど見える化し、答え

合わせの際には解説をよく読み込み、理解を深めることを大切にしましょうと



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイン ト

前

期

4

5

7

9

6

「昼筆待′ま」
「二つのアザミ」
「イブ的 の読み方、味わぃ方」、「イ)胸工句」
「イ,P旬を作って句会を開こう」
「形」
「不用・滲零・歩悌需」

◎「行書と仮名を書こう」
「
F壬子ラF斗丈要:弔蝦 」
「醐 韓             (1) 」

帥 しながら聞こう」
「間違えくす 吋 霜 」
「熱語の構成・熱字訓」

「絶滅の意咆

「恩返しの井戸を掘る」

「万葉・古今・新古今」

l(第 2回考Ol
◎「行書と仮名を書こう」
「幸福について」

臨集して伝えよう」
「連語・慣用句」、「四宇熟語」

「伽

噛際・′分析して論じよう」

「おくのほそ道」

2
3
4
2
4
1

5
5

1

3
1

2
5
3
5

6

5
6

4

2
5

5

・効果的な表現に注意して内容を解釈し、読み方を工夫して音読する。
・読み取つたことをもとに、言葉と自分自身との関わり1こついて考えをも鳥

・表現の工夫に注意しながら情景卜札情を想像ヒ つ的 を読初樹巧。
・俳句をイ乍って互ヤЧ噺″野釧＼作品のよさを評価する。
・場面ごとの人物の考えや人物どうしの関係を捉えて、作品を読み味わう。
・和語・漢語・拗 こつい切 る。

・行書と仮名の字形、筆づかい、行の整え方について理解する。

・場面ごとの人物の考えや人物どうしの関係を捉え、作品を読み味わう。

・他教科で学ぶ語句に用いられる漢宇について理解し、漢字を文や文章の中で使

う。

・話の内容や表現の仕方を評価しながら聞き、自分の考えを広げる。

・間違えやすい敬語と、正しい敬語の使い方について理解し、適切に使う。

・熱語の構成や熱宇訓について理解し、漢字を文や文章の中で使う。

・論の進め方や説明の仕方について考える。

・読んだ本について感想を交換し、知識を広I六 自分の考えを深める。

・和歌の意味や使われている技法に注意して、鑑賞文をまとめる。

・行書と仮名の字形、筆づかい、行の整え方について理解する。

・文章を読んで自分の考えを持ち、議論の仕方を踏まえて話し合う。

・伝える目的や内容に適した文章の種類を選択し、構成を二夫して書く。

・連語や慣用句、四宇熟語について理解し、話や文章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにする。

・表現の特徴を捉え、リズムを感じ取りながら朗読する。

・論の進め方を考え、資料を参考にしたり引用したりして、説縄力のある批評文

を書く。

・構成や表現の特徴と、その効果について考える。

後

期

10

11

12

1

2

3

鶴,3回考al
「場面に応じて話そう」

輪語」

「何のために「働く」の力湖

「曖味な文」、 曜もイ反名」
「立螂 」
「麟 て■汽ぶ零懲芋 (2)」

l(第 4回考Ol

◎ 崎潜 と仮名を書こう」

○百人一首

「″分らわしい漢宇」
「間違えやすい訥

「レモン哀歌」

「生ましめんかな」
「いつものように新聞が届いた」
「最後の一句」

《午蜘

噺 し合いで意見をまとめよう」

「今の思いをまとめよう」

発展学習 評論文・刑ヽ説読解
古蠅

4

6

5

2

6

1

5

5

1

1

1

2
4
4

5

5

10

10

・場の状況に応じて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫する。

・古典の言葉を読み味わい、自分の文章に生かす。

・読書を通して自分の生き方や社会との関わり方を考え、自分の将来について考

えをもつ。

・文の成分の順序など文の構成と、送リイ反名の付け方について理解する。

・作品右読んで考えを深め、社会の中で生きる人間について、自分の意見を貯曳
。他款科で学ぶ語句に用いられる漢宇について理解し、漢字を文や文章の中で使

う。

・行書の闇気 筆づわヽ Чこついて理解し、文字の大きさ、砂 叫輪 して書く。

・百人二首を通して、伝統皮化を尊重する態度を育てる。

・形苺音の似た、紛らわしい漢引こついて理解し、漢字を文や文章の中で使う。

・三虎研司陰えたり書き間違えたりしやすい言葉につVヽ醐 し、文章の中で使う。

・効果的な表現に注意して詩な締晩

・詩に描かれた生と死について考え、感想を持つ。

・情報やメディアの議謝こついて考え抑 る。

・文学作品密糞依 雌 について考える。

・進行の仕方を二夫したり、お互いの意見を働 しヽたりして話し合▼＼合意を形成す

る。

・下書きした手紙を激 し、文章を整えて清書する。

・様々な文章を読み、読み取り方式
―

lこついて税期 サヽ
~る
。

・古典作品を詠          について確認する。

通 年 演 習 39 長文読解や小論文の記述、ディベート・ディスカッション等を行う。

総 時 間数 195



教 科 名 年間授業時数 学  年
社会科 (歴史的分野および公民的分野 ) 156 3

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 中川一輝

教科書 (発行所 ) 新しい社会歴史 (東京書籍) 新しい社会公民 (東京書籍 )

教科書以外の教材 (発行所 ) 実練テキス ト (文理),公民ワーク (学宝社) 他

目  標

(歴史的分野 )
・歴史的事象の学習を通 して,時代を大きく捉える見方・考え方を身に付
ける。また,各時代の政治のしくみ,人 々の生活,文化を多角的に捉え
られる力を養 う。
・課題に対 し,自 ら調べ,対話を通 して課題を解決する方法を身に付ける。
(公民的分野 )
。現代 日本の特色 として少子高齢化・情報化・グローバル化などが現在
と将来の政治,経済,国 際関係に与える影響について多面的・多角的
に考察する。
・対立 と合意,効率 と公正 ,分業 と交換,希少性などに着 日して課題を
追求 した り解決 した りする活動を通 して,市場の働 きと経済をとらえ
る。
地理・歴史の学習をもとに,現
持続可能な社会を形成すること
せ,課題を探究する活動を通 し

代社会の特色 と問題点をとらえる。
に向けて,社会的な見方 。考え方を働か
て,自 分の考えを説明・論述する。

学習のね らい

(歴史的分野 )
①各時代の歴史的事象を説明することができ;そ の際適切に資料が活用で
きる力を身に付ける。
②歴史的事象の中から,地理的な内容とも関連させながら課題を設けて調
べることができる力を養 う。またその課題を解決できる力を身に付ける。
(公民的分野 )
③個人の尊厳 と人権の尊重の意義,特に自由・権利 と責任・義務の関係を
広い視野から正しく認識し,民主主義,民主政治の意義,国民の生活の
向上と経済活動との関わり,現代の社会生活及び国際関係などについて,
個人と社会との関わりを中心に理解を深めるとともに,諸資料から現代
の社会的事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うイこするも
④社会的事象の意味や意義 ,特色や相互の関連を現代の社会生活 と関
連付けて多面的 。多角的に考察 した り,現代社会に見 られる課題に
ついて公正に判断 した りする力,思考・判断 したことを説明した り,
それ らを基に議論 した りす る力を養 う。
⑤現代の社会的事象について,現代社会に見られる課題の解決を視野に主
体的に社会に関わろうとする態度を養 うとともに,国民主権を担う公民
として,自 国を愛し,そ の平和と繁栄を図ることや,各国が相互に主権
を尊重し,各国民が協力し合 うことの大切さについての自覚を深める。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容,使用 している副教材の内容から出題する。

(予定 )

第 2回考査

・地理的分野  ・歴史的分野

:椙貸赤警董と旨柴含憲法現代学会
と私たち

第 3回考査 ・現代の民主政治と社会

第 4回考査 ・私たちの暮 らしと経済

学年末考査 。地球社会 と私たち

評価の観点 B

評価の方法

①知識・技能
③主体的に学習に
上記について,授
単元テス ト,定期

②思考・判断・表現
取り組む態度
業への取組 (ノ ー ト。発表等), 自主学習,レポー ト,
考査,学力達成テス ト等の結果で総合的に評価する。

先 生か らア ドバ イス

(予 習・復習の方法,授業の
受け方,ノ ー トの取り方など)

様々な出来事や
をつけていきまし
明できる力や問題

課題
よ つ
に何

を図や資料,グ ラフなどから考え,理解 していく力
。また,知識の定着だけではなく,自 分の言葉で説
度も挑戦する力を付けていきましょう。



年 間 授 業 計 表  (45分 授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイン ト

日IJ

期

4

5

6

7

9

・近代 (後 半 )と 現代の 日本 と世界①

・近代 (後半)と 現代の日本 と世界②

・近代 (後 半)と 現代の日本と世界③

1現代社会 と私たち

2個人の尊重と日本国憲法

《第 2回考査》

3現代の民主政治と社会

《第 3回考査》

10

18

19

16

20

江戸幕府
明治維新
立憲制国

の滅亡
の諸改革
家の成立
露戦争
界大戦と日本・帝国主義
クラシー・世界恐慌

。日清 。日
・第一次世
・大正デモ
ファシズムの台頭
軍部の台頭と満州事変
日中戦争・太平洋戦争
本土空襲・ 日本の降伏
占領体制 。日本国憲法と民主化
冷戦と世界のようす 。高度経済成長期・冷戦
の終結 ・ 21世紀の世界

現
情
代社会の特色 (グ ローバル化・少子高齢化
報化 )
たちの生活 と文化
代社会の見方や考え方
私
現

j人
権 と日本国憲法
。人権 と共生社会
。これからの人権保障

。現代の民主政治
。国の政治の仕組み

。地方自治 と私たち

後

期

1 0

11

1 2

1

2

3

4私たちの暮 らしと経済

5地球社会 と私たち

《第 4回考査》

*よ りよい社会を目指 して

*社会的な課題の探究①

*社会的な課題の探究②

《年度末考査》

*社会的な課題の探究③

高等学校の社会科学習にむけて

20

18

15

17

3

・消費生活と市場経済
。生産と労働
・市場経済の仕組みと金融
。財政と国民の福祉
。これからの経済と社会

国際社会の仕組み
さまざまな国際問題
これからの地球社会と日本

進むグローバル化の中で発生す る国際的諸
課題を理解 し, 日本の果たすべき役割を考え
る。

地理的分野,歴史的分野を
な考察を通 して,現代の社
の考える持続可能な社会 と
なのかを考えまとめる。

もとにして系統的
会を見直 し,各 自
はどのような社会

・高等学校の学習を知る。

総 時 間 数 156



教 科 名 年間授業時数 学 年
数 学 195 3

授 業 形 態 指 導 者 名

習熟度別による少人数授業 皿海和義、松本拓磨

教科書 (発行所) 新しい数学 3 (東京書籍)

教科書以外の教材 (発行所)

体系数学 2 幾何編
体系問題集数学 2幾何編 発展 完成ノー ト
数学 I

4プロセス数学 I 完成ノー ト

(数研出版)

(数研出版)

(数研出版)

(数研出版)

標

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象

を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付け

るようにする。

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的
・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養う。

(3)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生か

そうとする態度、問題解決の過程を振り返つて評価・改善しようとする態度を養う。

学習のねらい

1「数 と式」領域
・数を実数まで拡張する意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解できるよう

にする。また、式を多面的にみたり処理したりするとともに、 1次不等式を事象
の考察に活用できるようにする。
2「 図形」領域
。図形の性質を三角形の相似条件を基にして確かめ、論理的に考察し表現す

る能力を伸ばす。
・観察、操作や実験などの活動を通 して、三平方の定理を見いだして理解 し

それ らを用いて考察することができるようにする。
。平面図形や空間図形の性質についての理解を深め、それらを事象の考察に

活用できるようにする。
3「 関数」領域
・ 2次関数 とそのグラフについて理解 し、2次 関数を用いて数量の関係や変
化を表現することの有用性を認識するとともに、それらを事象の考察に活

用できるようにする。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容、問題集を中心に出題する。

範 囲

(予定)

第 2 考査 平方の定理、数 と式

3
4

と と 題

2次
合 と

方

2
2 式、中学校 3年間で習つた内容

評価の観点・

評価の方法

評価の観点は「知識・技能」 「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態

度」の 3項目とする。
具体的な評価は、定期考査、授業への取り組み、章末テス ト、小テスト、提出物の

内容等から総合的に行う。

先生か らア ドバイス

(予習・復習の方法芍授業の受

け方、ノートの取り方など)

予習については、教科書の内容をあらか じめ見てお くだけでも違います。

予習をして授業に臨むようにしま しょう。復習については、問題集を中心に

その 日に習つた内容の問題 をできるだけたくさん解いて 自分のものに して

いきま しょう。授業には、しうか り集中して臨み、わか らないことはその場

で先生に質問するか、休み時間、放課後等を利用 して質問にくることで、そ

の 日の うちに理解するように心がけま しょう。授業ノー トや授業プ リン トに

ついては、黒板を写すだけでなく、自分で気づいたことや先生が説明 した内

容で重要だと思ったことは自分の言葉で しっか りと書き込んでおいて、後か

ら確認 して分か りやすいように工夫 してみましょう。



年 間 授 業 計 表 (45分授業)

抑 月 学 習 内 容 時数 単習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

三平方の定理
三平方の定理の逆

三平方の定理 と平面図形

三平方の定理 と空間図形
章末問題

整式の加法と減法

≪第 2回考査≫

整式の乗法
因数分解
実数
根号を
不等式
1次不
絶対値
章末問

集合

含む式の計算
の性質
等式
を含む方程式・不等式
題

5
3

15

11
5

3

5
8
4
6
3
5
8
7

5

。三平方の定理を利用して、辺の長さを求めることがで
きるようにする。
。三平方の定理の逆を利用して、直角三角形を見つ
けることができるようにする。
。三平方の定理を利用して平面図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。
。三平方の定理を利用して空間図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。

。三平方の定理を利用して空間図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるよう1とする。

・整式を同類項でまとめたり、降べきの順に整理したり
することができるようにする。

・公式を利用して、式の展開、因数分解ができるよう1こ
する。
・平方根についての四則計算や2重根号の計算がで
きるようにする。
・不等式の性質を理解し、1次不等式、連立不等式、
絶対値を含む方程式・不等式を解くことができるよう
にする。

・集合に関する基本的な用語。記号を理解し、共通部
分と和集合を求めることができるようにする。

後

期

10

11

12

1

2

命題 と条件
≪第 3回考査≫

命題とその逆・対偶 。裏
命題 と証明
章末問題

関数 とグラフ
2次関数のグラフ
2次関数の最大 。最小
2次関数の決定

≪第 4回考査≫

2次方程式
2次関数のグラフと x軸の位置関係
2次不等式
章末問題

《年度末考査 》

3年間のまとめ

8

8

5

4
9
11
9

7
9
11
8

13

。命題・必要条件・十分条件・逆。対偶・裏などについて
理解し、背理法を利用して証明ができるようにする。

・2次関数について、そのグラフを理解し、表すことが
できるよう1こする。
・2次関数の最大値・最小値について理解、活用する
ことができるようにする。

・2次関数のグラフとχ軸の共有点の個数を求めること
ができるようにする。
・2次関数のグラフを利用して、不等式を解くことがで
きるようにする。

総 時 間 数 195



教 科 名 年間授業時数 学 年

理科 156 3

授 業 形 態 指 導 者 名

癬 奥野 晃司

教科書 (発行所) 未来へひろがる サイエンス3( 啓林館 )

教科書以外の教材 (発行所) 実力錬成テキスト3年

標

自然の事物 i現象にかかわり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもつて観察、実験

を行うことなどを通して、自然の事物 。現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を

次のように育成する。

(1)自然の事物 ,現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察(実
験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
(3)自然の事物 。現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度を養う。

学習のねらい

[生命]
O実験・観察を通して、生命の連続性にっいて理解を深め、生命を尊重する態度を育てる。
[鯛
O地球と宇宙に関する探究的な学習を通して、地球の自転・公転と天体の動きと関係や太陽系と
恒星の特徴について理解を深めさせる。
[4′刀質]
O化学変化とイオンに関する探究的な学習を通して、水溶液の電気伝導性や電池のしくみ、中和
反応についての理解を深めさせる。
[エネルギー]
○物体の運動エネルギーに関する探究的な学習を通して、力の合成。分解、運動の規則性、エネ
ルギーヘの理解を深めさせる。
幽
○日常生活と関連付けながら、自然界のつり合いや、自然環境の調査と難 地域の自然災
害、さまざまな物質とその不ll用、科学技術の発展を理解するとともに、それらについて調べ、
科学的に考察する技能を身に付けさせる。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、問題集、教材プリントなどから出題する。

範 囲

(予定)

第 1回糖 学力達成テス トを実施

生物の連続性 (体細 と減数分裂、生殖、染色体とDNA、 発生のし

第2回考査 くみ、遺伝のしくみ)化学変化とイオン (水溶液とイオン 電池のしく
み ギー アルカリと塩 pH)

ン (酸と金属の反応 中和とpHとイオ の変化 物質量)

第3回考査 運動とエネルギー (物体の運動 運動と力 落下運動 自由落下の法
、運動の 3法則 )

第4回考査
運動とエネルギー (力学的エネルギーと弾性エネルギー・運動方程式・

仕事)地球と空贅打件宙の広がり 謹 と恒動
と天体の動き 月の満ち欠け )

年度末考査 自然と人間 (自 然界のつり合い 人間と環境 自然と人間のかかわり
科学技術と人間 科学技術の利用と環境保全 )

諭   (7:〕ィ1:,!j舌 1阜〔・

諭 の雛

O評価の碗点は、自然事象への理解と科学的に探究するための技能、科学的に探究するために必

要な思考・判断・表現、主体的に自然の事象に関わる態度の3項目とする。

○評価の方法は、学習のまとまりごとの記述内容と定期考査、授業本の取り組みのようす、課題

の提出などをもとに、総合的に行う。また、章ごとに自己評価を行う。

先生からアドバイス

理科の学習は、自然の事物・現象のな力斗こ隠れている「駒 について学んでいく学問です。

日常生活で身のまわりのことに対して、「なぜだろう」と考えながら注意して観ること、自

分の意見を積極的に述べたり、友だちの意見にも耳を傾けながら現象について考えたりする

ことが必要です。また、観察 。実験を通して得られたことを図やグラフを描いて事実に合う

ように考察し発表する態度を身に付けることも大切ですD



年 間 授 業 計 画 表

鞠

前

期

月

4

5

6

7

８

　

９

学 習 内 容 口散 学習のポイント

「鈴 」鈴 鞭

蝉萌要効《 学葛辞耐こトライ !

1章 生物の成長とふえ方

※細胞のつくりとはたらき
※体細醒 と期 しくみ
2章 封節つ細 lJ生と船
瀬曲 とヽ染色体
※いろいろな遺伝

勘 脚
3章 生物の種類の多様性と進イヒ

カだめし (1)

専魂湘耐こトライ !

1章 水溶液とイオン

※原子の構造と同位体
※電子習己置とイオン

※さま離 な結合
※物質量

※元素の周期表
2章 電池とイオン
3章 酸・アルカリと塩
力だめし (1)

単元消殊、学ボ前にトライ !

1章 力幡 成と分解
※三角関数
2章 物体の勘
※運動の第二法則
※いろいろな運動
3章  仕事と茸 、アレギー

潮 レギー保市笠灌韻1

鱒
4章 多様′Fエネルギーとその移り変わり
5章 エネルギー資源とその不ll用
力だめし (1)

「期 咄地球と宇宙

単元消堺、電製錦荷|こ トライ !

1章 地球から宇宙‐

2章 太陽と恒星のコJき
3章 月と金星の動きと見え方
力だめし (1)

晒 自然と人間

単,聟彰《 専毬詳煎こトライ !

1章 自然界のつり合い
2章 さまざまな物質嚇 ll用と人間
3章 科学技術の発展
4章  人間と環境
5章 持続可能な社会をめざして
力だめし (1)

3鮒 硼
卿 囀

10

(20)

(24)

11

8

4
1

(34)
1

15

7

1

12

10

(38)
1

11

３

４

１

１

５

８

５

１

刺

１

５

５

４

８

４

１

Ol直物、動物および微生物を栄養摂取の面から相互に関連づけて捉えるとともに、

自然界では、これらの物 ぬ立)り合いを保つて生活していることを列rヽださせる

○学校周辺の身近な自然環境について調べ、人F飼の生活が自然環境に影響を及ぼし

ていることを理解させるとともに自然環境を保全することの重要性を認識させる。

O日本の自然について、今まで学習してきたことを思rヽ出させ、さらに地域の自然

を調査し、自然からの恵みと災害についての理解を深めさせる。自然現象の監視や

防災・減炭などについても調ドヽ自然との共生の在り方について考えさせる。

○申 の過程について、どのようなものがあるかを理解させ、さまざま

によつて と

○卵細胞と精子、5種類の動物の親子、染色体の顕微鏡写真をもとに、親から子ヘ

の生命のつながりが広く生物界で起こつており、今、わたしたちがいることはどう
いうことかを改めて思い起こさせ、生命はつながつているということへの関といを高
めさせる。
O細胞のつくりを思いl超こさせ、′騒子から根ののびる様子線 させたり、鵬
裂の観簾を行わせたりして、生物の成長を細胞の分裂と関連づけてとらえさせる

○身近な生物のふえ方を観察させて、無性生殖と有″麒 ― を見
いださせると

ともに、生物がふえていくとき染色体にある遺伝子を介して親から子
^形
質が伝

わること、そしてその伝わり方I載眼l‖生があることを理解させる。

○生徒にとつ てし くJ砂ヽ

し、電池をより身近なものとしてとらえさせる。さらに、探究活動を設定し、科

学ψ≫軌法И力引列を萌読帯ナる。
O水溶液に電流を通す実験を行い、水溶液には電流を通すものと通さないものがあ
ることを見いださせる。次に期 の実験より、イオンの存在を列rヽださせ、

イオンの生成が原子の成り立ちに関係することを理解させる。また、電池の実験

を行し、電池は化学エネルギーが― 身
、ルギーに変換されていることに気づか

せるとともに、イオンのモデルを用いて電池の原理が説朗できるようにする。

○酸やアタレカリの水溶液を用いた実験を御′ヽ、酸やアルカリのそれぞれの特性が水

素イオンとノk醐ヒ骸イオンによることを見いださせるとともに、電離の様子をイ
オンのモデルを使つて説明できるようにする。次に、中和反応の実験により、酸

とアルカリが反応すると水と塩ができることを見いださせるとともに、中和反応

ようにする。
るようにする。次に、分力の求め方を理解

させる 。
Oいろいろな物体が運動を始めるときのストロボ写真を紹介し、運動が始まる原因
を考えさせることにより、運動とエネルギーの学習への興味・関心を高めるよう

にする。
○記録タイマーやストロボ写真をもとに、物体の速さや運動の様子を調べる方法を

身に付けさせ、物体にはたらく力と運動との関係を理解させる。

O仕事の量の求め方を理解させ、仕事の原理を見いださせる。また、仕事をする能
力としてエネルギーを定義し、位置干ネルギーや運動区ネルギこの大きさと物体
の高さや質量、速さとの関係を見いださせる。最後に、まさつ力や空気の抵抗が

なければ力学的エネルギーが保存されることを理解させる。

O身のまわりにあるいろいろなエネルギィについて気づかせ、それらのエネルギー
はどのように移り変わるか理解させるとともに、エネルギーの総量は一定に県た

れ ることを理解させる。
O人間は多様なエネルギー資源を消費して活動していることを知るとともに、将来
にわたつてエネルギ‐資源を確保し、安全で有効な利用と環境保全をはかること

の塑 ″とを認識させる。

O太陽や星の見かけの動きから、地球の自犠隣い転という運動を見いださせる
O太陽の特徴を知るとともに、太腸系は銀河系に属すること、銀測系の外には別の

銀河が多数存社することを理解させると
O太陽系の天体の特徴を知るとともに、惑星の動きや見え方、月の満ち欠けと日食
・月食について理解させる。

後

期

10

12

11

1

2

3

156



教科名 年間授業時数 学年

音楽 39 3

授業形態 指導者名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 川上 由紀

教科書(発行所) 中学生の音楽2・ 3下

中学生の器楽

(教育芸術社 )

(教育芸術社 )

教科書以外の教材(発行所) 音楽のハーモニー2・ 3下 (正進社)

目標 音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、生涯にわたって音楽に親しんでいく態度を養う。

学習のねらい

1 歌唱

曲にふさわしい歌唱表現を工夫する。曲種に応じた発声により、美しい言葉の表現を工夫して歌うむ

2器楽
楽器の特徴を生かし、曲にふさわしい音色や奏法を工夫し表現する。

全体の響きに調和させて演奏する。

3創作
楽器の特徴を生かした旋律を作り、表現する。

表現したいイメージや曲想を持ち、自由な発想による創作表現をする。

4鑑賞
音と音との関わり合いや、速度や強弱の働きによつて生み出される曲想の変化を感じ取る。音楽の背

景となる文化・歴史や他の芸術との関わりも理解し聴く。

定期考査

出題方針 教科書の内容を中心に、音楽のハーモニァやプ1)ント等から出題します。

範囲(予定)

第1回考査 無し

第 2回考査 花、花の街、ボレロ、ブルタバ、リコーダーの奏法 等

第3回考査 無し

第4回考査 無し

年度末考査 能、早春賦、尺人音楽、帰れソレントヘ、Let it Be等

評価の観点・

評価の方法

・評価の観点は、「知識・技能」、「思考・半1断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の 3観点とす

る

・具体的な評価は、普段の授業への取り組み(授業態度、授業プリントや音楽ノートの提出物等の記

述内容、創作活動での作品やその過程での取り組み方 等 )、 定期考査、実技テスト(リコーダー、歌

田昌》 ら`総合白旬に行う。

先生からアドバ

イス

・みなさんの身の回りには、たくさんの音や音楽であふれています。まずは、聞こえてくる音に耳を傾け

てみましょう。そして、心地良いな、心が動かされるなと感じる音や音楽を見つけてみてください。

・音楽の世界はとても広く、そして奥が深いです。様々な音楽に興味を持つこと、また、「音楽のしくみ」

を知ることで、音楽とより楽しく、より豊かに関わることができます。音楽の授業にも、興味関心をもつ

て、積極的に取り組んでみましょう。

・音楽の授業は週 1回です。1回 1回の授業を大切にするためにも、準備物を忘れないようにしまし

ょう。提出物も確実に出しましょう。



年間授業計画表(45分授業)

学期 月 学習内容 時数 学習のポイント

前期

4

5

6

7

9

日本語の歌の良さや美しさを理解して、歌唱表

現を工夫しよう

・「花」

・「花の街」

音楽の特徴や背景を理解して、その魅力を味

わおう

・「ボレロ」

・「ブルタバ」

音階の特徴及び音のつながり方の特徴を生か

して、創作表現を工夫しよう

・My Melody

<第 2回考査>

曲想や語感を生かして、歌唱表現を工夫しよう

・「帰れソレントヘ」

4

5

6

4

・歌詞の美しさや旋律の特徴に関心を持ち、イメー

ジを持つて歌唱表現を創意工夫する。

・音楽を形づくつている要素や、構造と曲想との関

わり、背景などを理解して、良さや美しさを味わい

ながら聴く。

・音階の特徴を生かし、表現を工夫しながら旋律

を創作する。

・旋律の特徴を生かし、フレーズを考えながら歌

つ。

5

3

リコーダーに親しもう

*この題材は練習曲を継続して行う。

アルトリコーダーの基本的な奏法を身につけ正しい

リズムと音程で簡単な楽曲を演奏する。

後期

01

1 1

21

1

2

3

能の特徴を理解し、その魅力を味わおう

イ敦盛」

ポピュラー音楽の特徴を理解し、その魅力を味

わいながら歌おう

,「 Let lt Be」                 !

日本の伝統音楽の特徴を理解して、その魅力

を味わおう

・「巣鶴鈴慕」

トーンチャイムで合奏を楽しもう

・クリスマスソングの合奏

日本語の歌の良さや美しさを理解して、歌唱表

現を工夫しよう

・「早春賦」

仲間とともに、表情豊かに合唱しよう

～卒業式に向けて～

<年度末考査>

4

2

4

2

2

6

・能に興味・関心を持ち、日本の伝統芸能として

尊重し、その魅力を感じ取る。

・歌詞と旋律が生み出す雰囲気を味わいながら歌

う。

・尺八音楽の特徴や背景を理解し、その良さや美

しさを味わいながら臨く。

・トーンチャイムの音色を味わいながら合奏を楽し

む。

・歌詞の美しさや旋律の特徴に関心を持ち、イメー

ジを持つて歌唱表現を創意工夫する。

・歌詞の内容や曲想を味わうとともにパートの役割

を理解し、曲にお、さわしい表現を仲間と一緒にエ

夫して合唱する。

総時間数 39



教 科 名 年間授業時数 学年

美  術 39 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 森 邦生

教科書 (発行所)
美術 2・ 3上

美術 2・ 3下
学びの探求と未来

学びの実感と広がり (日本文教出版)

教科書以外の教材 (発行所) 美術資料 (秀学社 )

目  標
描く活動と作る活動を通し、ものをつくり出す喜びを実感することで、美術を愛好する心情を

深め、心豊かな生活を想像していく意欲と態度を高める。

また鑑賞の能力を高め、美術文化についての理解を深めるとともに、個性豊かな美術の能力を

高める。

学習のねらい

1 絵画・彫刻などの活動を通 して
二年間の経験をもとに、造形的な視点で姑象を深 く観察する力と、自己をより深 く見つ

めて表現する力を身につけ、意図に応 じて豊かに発想 し構想する能力を身につける。

2 デザイン・工芸などの活動を通して
題材と素材を総合的に考え自分のテーマを生み出し、色彩や技法を使つて効果的に表現

する。また複雑な制作過程を順序立て、意欲的に見通しをもつて進める。

3 鑑賞
日本及び諸外国の美術遺産を鑑賞し、その特質や文化や伝統などについての理解や見方

を深め、美術を通した国際理解を一段と深める。また自分との関わりを見つけ、表現活動

に反映させる。

定 期 考 査
出題方針 授業で制作した内容や配布プリント、教科書・美術資料から出題する。

範 囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第4回考査

年度末考査

な し

鉛筆の技法、岡山の伝統工芸、うちわ制作、鑑賞問題

な し

な し

色の属性と配色・ トーン、抽象彫刻、鑑賞問題、実技問題

評価の観点 日

評価の方法

O評価の観点は,造形的な知識及び技能の習得,創造的な思考:判断・表現の能力,創作活動に
主体的に、また粘り強く敗り組む態度の 3項 目とする。

O準備物や授業での態度・真負1に創意工夫しようとする姿勢・見通しを持つた創作活動など制
作過程での観点別達成度,作品の完成度,感想文による鑑賞能力の3つのポイントを統合して

評価する。

先生からアドヴアイス

今年度は義務教育最後の美術です。各課題の中で、伝統工芸や拍象表現 と結びつけなが

ら構想 し、独特な材料を使い複雑な制作過程を通 して表現 します。

創作に打ち込む中で、自分の内面を深 く見つめ、じっくり時間をかけて、思いの丈を表

現する面白さを味わつて欲 しいです。

3年間の集大成 となるような作品、自分の分身のような愛着を感 じる作品を、苦労して

楽しみながら造 りましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

学

期
月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

　

　

期

4

5

6

7

9

「立体感と空間をとらえて」催
△
Fttil

・身近なモチーフを組み合わせたデッサン

「伝統工芸を味わう」噛
・岡山の伝統工芸の鑑賞

「風に想いを乗せて」(デザイン・工剣
・岡山の伝統工芸の技法を応用したオリジナ

ルうちわの制作

彿 2回初

「色の整理。トエン」触 ・デザイ刀
。身近にある配色とその効果を調査・分析し

て発表する。

3

1

9

6

・鉛筆による物の形のとらえ方や陰影の表現の仕方

を学び、描画材の特性を工夫して鉱
・濃度の違う鉛筆の特性を理解し、工夫して表現に

絆記W引する。

・伝統文化のよさや美しさ、先人の二夫などに関心

を持ち、日常生活で生かすことの喜びや価値を味

わう。

・夏や風を題材にイメージを広I大 題材や用途、材

料の特性(制御隣 などを総合的に考えデザイン
を発想する。
・制作過程の見通しを持つて制作する。

。日常生活の中の色の働きに目を向け、色の効果に

興味関心を持つ。色の効果を取り入れ、意図にあ
ったデザインを構想する。

後

　

　

期

10

11

12

1

2

3

「抽妹
△画の世界」l鑑賞l

「イメージを形で表現しよう」佃嫉J)

・ 自分の内面をテーマにした抽象的な石彫制作

ll年度末考al

「名画の中に入つてみよう」l鑑賞・デザイ刀

1

15

4

。抽象絵画の歴史を知り、作品から自分が感じたこと

を手掛かり腱鑑賞の仕方を探る。

・自分の内面を見つめ、気持ちや感情から主題を生み

出し、抽象的な形に簡略化して表現する。

・立体としての塊鞠 と空間との関係を意識しなが

ら、意図に合つた表現方法を工夫する。

・刃物のl吏用に注意し、リスクを回避する作業を心が

ける。
・制作過阻の見通しを持つて制作する。

・作品の成り立ちや作者の意図を読み取る。
・班で役割分担を決め、ディスカッションしながら共

同制作をする。
・ICrを意図に沿つて活用する。

総 時 間 数 39


